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●●●編集後記
▶今月号の特集は「緩和医療における放射線科の役割」です。このテー
マについて 4 人の先生がそれぞれの立場から執筆されています。埼玉県
立がんセンター緩和ケア科の余宮きのみ先生は放射線療法と緩和ケア
のコラボレーションの現状と課題について述べ，放射線腫瘍医と専門的
緩和ケアを提供する医師との連携がより質の高いがん診療の実現に欠
かせないとしています。国立がん研究センター中央病院放射線診断科の
荒井保明先生は IVR の側面から緩和医療の現状と課題について述べて
います。IVR で緩和できる症状が数多くあるにもかかわらず，それが知られ
ていないのが現状であり，IVRを十分活用するためには緩和医療に役立
つIVRを認知してもらう必要があると説かれています。埼玉医科大学総合
医療センター放射線腫瘍科の高橋健夫先生は，緩和照射は症状緩和に
おいて重要な役割を担い，各種症状の原因病巣に対する治療として，効
果的な症状緩和が得られることを述べています。金沢大学医学保健研究
域医学系核医学の絹谷清剛先生は承認間近な核医学治療や国内での
臨床試験が待たれる核医学治療を含め，核医学の側面から緩和医療の
現状と課題について書かれています。4 論文すべてに共通していることは
緩和医療に役立つ放射線医学の認知度は低く，啓発が必要であり，その
ためにも緩和ケアを提供する医師との連携が重要であるという点です。各
論文とも力作であり，日常診療で直接緩和医療に携わっていない医療従
事者にも是非，お読み頂きたいと考えます。
▶さて，COVID‒19 感染症に関して，我々は相変わらず厳しい試練に直
面していますが，東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定しています。
オリンピック・パラリンピックが無事終了し，開催により感染拡大するような
事態にならぬよう祈念いたします。
� 後閑武彦
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